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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　細長い内側部材の遠位端；ならびに
　近位端および遠位端を有するステント係合部材
を含み、
該ステント係合部材の該近位端が少なくとも部分的に該細長い内側部材の該遠位端の内側
にあり、該ステント係合部材が、該ステント係合部材の該遠位端に向けて半径方向外向き
に延びている部分を含み、該ステント係合部材が、遠位端方向に進められるときにはステ
ントを動かすように構成され、近位端方向に引っ込められるときにはステントを動かさな
いように構成されており、該ステント係合部材が開口部を含み、該細長い内側部材が内層
を含み、該細長い内側部材の該内層が該開口部を少なくとも部分的にふさぎ、
該ステント係合部材が、軸部および該軸部に機械的に結合されたラチェットを含み、該ス
テント係合部材の該近位端が該軸部を含み、該ラチェットが該部分を含み、該軸部が該開
口部を含み、該ラチェットが、第一の側における複数のスポット溶接部によって該軸部に
機械的に結合されており、該ラチェットが、該ラチェットの該第一の側とは反対側の第二
の側におけるギャップにより、該軸部から離間されている、
ステント送達装置のためのプッシャアセンブリ。
【請求項２】
　前記ステント係合部材の前記遠位端が切欠きを含み、前記プッシャアセンブリが、該ス
テント係合部材の該遠位端の周囲に配置されかつ該切欠きを少なくとも部分的にふさぐ管
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をさらに含む、請求項1記載のプッシャアセンブリ。
【請求項３】
　前記切欠きが複数のらせん状スロットを含む、請求項2記載のプッシャアセンブリ。
【請求項４】
　前記ステント係合部材が第一の内径を有し、前記細長い内側部材が、該ステント係合部
材の前記近位端の近くにおける第二の内径を有し、該第一の内径が該第二の内径に実質的
に等しい、請求項1～3のいずれか一項記載のプッシャアセンブリ。
【請求項５】
　前記開口部が複数の穴を含む、請求項1～4のいずれか一項記載のプッシャアセンブリ。
【請求項６】
　前記ステント係合部材がニッケル・チタン合金を含む、請求項1～5のいずれか一項記載
のプッシャアセンブリ。
【請求項７】
　前記部分が、カーブした遠位端を有するシャベル形を有する、請求項1～6のいずれか一
項記載のプッシャアセンブリ。
【請求項８】
　前記部分が、平らな遠位端を有するシャベル形を有する、請求項1～6のいずれか一項記
載のプッシャアセンブリ。
【請求項９】
　前記部分が、フレア状の遠位端を有するシャベル形を有する、請求項1～6のいずれか一
項記載のプッシャアセンブリ。
【請求項１０】
　前記ステントが平織で編まれており、かつ前記部分が、編みステントのフィラメント間
の交点と係合するように構成されている、請求項1～9のいずれか一項記載のプッシャアセ
ンブリ。
【請求項１１】
　外側部材ルーメンを少なくとも部分的に画定する細長い外側部材；
　該外側部材ルーメン内に同軸的に配置された細長い内側部材；および
　請求項1～10のいずれか一項記載のプッシャアセンブリ
を含むステント送達装置。
【請求項１２】
　前記ステント係合部材に機械的に結合された非外傷性チップをさらに含む、請求項11記
載のステント送達装置。
【請求項１３】
　前記細長い内側部材がガイドワイヤルーメンを少なくとも部分的に画定し、前記ステン
ト係合部材が該ガイドワイヤルーメンを少なくとも部分的に画定し、前記非外傷性チップ
が該ガイドワイヤルーメンを少なくとも部分的に画定する、請求項12記載のステント送達
装置。
【請求項１４】
　前記非外傷性チップが、
　概ね円錐形の遠位端；および
　前記外側部材ルーメンと流体連通している少なくとも一つの開口部を含む概ね円柱形の
近位端
を含む、請求項12または13記載のステント送達装置。
【請求項１５】
　ステント係合部材の近位端を少なくとも部分的に、細長い内側部材の遠位端の内側に機
械的に結合する工程であって、該ステント係合部材が、該ステント係合部材の遠位端に向
けて半径方向に広がっている部分を含み、該ステント係合部材が、遠位端方向に進められ
るときにはステントを動かすように構成され、近位端方向に引っ込められるときにはステ
ントを動かさないように構成されており、該ステント係合部材が開口部を含み、かつ前記
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細長い部材が内層を含み、該機械的に結合する工程が、該内層が該開口部を少なくとも部
分的にふさぐことを含み、該ステント係合部材がラチェットおよび軸部を含み、該軸部が
該開口部を含む、前記機械的に結合する工程、ならびに、
　該ラチェットの第一の側における複数のスポット溶接部によって、該ラチェットを該軸
部に溶接する工程であって、該ラチェットが、該ラチェットの該第一の側とは反対側の第
二の側におけるギャップにより、該軸部から離間される、前記溶接する工程
を含む、プッシャアセンブリを製造する方法。
【請求項１６】
　機械的に結合する工程が、前記ステント係合部材の前記近位端の周囲で前記細長い内側
部材のフレア状遠位端を熱収縮させることを含む、請求項15記載の方法。
【請求項１７】
　前記細長い内側部材のフレア状遠位端を形成する工程をさらに含む、請求項15または16
記載の方法。
【請求項１８】
　ハイポチューブを切断、変形およびヒートセットすることによって前記ステント係合部
材を形成する工程をさらに含む、請求項15～17のいずれか一項記載の方法。
【請求項１９】
　以下を含む、ステントを送達するためのシステム：
　　半径方向に縮んだ形状および半径方向に拡張した形状を有するステントであって、近
位端、遠位端および該近位端と該遠位端との間の長さを有し、該長さに沿って複数の開口
を含む、ステント；
　　ステント送達カテーテルであって、
　　　　近位端および遠位端を有する細長い外側管状部材であって、該ステントが、該半
径方向に縮んだ形状で該外側管状部材の該遠位端内に収容される、細長い外側管状部材と
、
　　　　近位端および遠位端を有する細長い内側管状部材であって、該外側管状部材内に
延び、ガイドワイヤルーメンを少なくとも部分的に画定する、細長い内側管状部材と、
　　　　該細長い外側管状部材に対して遠位端方向に進められるときには該ステントの該
開口と係合して該ステントを遠位端方向に動かして該細長い外側管状部材の外に出すよう
に構成され、該細長い外側管状部材に対して近位端方向に引っ込められるときにはスライ
ドして該ステントの該開口を通過するように構成されているステント係合部材であって、
該ガイドワイヤルーメンを少なくとも部分的に画定し、
　　　　　　近位端およびシャベル形遠位端を有するラチェットであって、該ラチェット
は、該ラチェットの第一の側における複数のスポット溶接部によって、軸部に機械的に結
合されており、該ラチェットは、該ラチェットの該第一の側とは反対側の第二の側におけ
るギャップにより、軸部から離間されている、前記ラチェット、ならびに
　　　　　　該ラチェットよりも内方にありかつ該ラチェットに結合されている軸部であ
って、
　　　　　　　　少なくとも部分的に該細長い内側管状部材の該遠位端の内側にある該ラ
チェットの該近位端の近くまで延びている近位端、および
　　　　　　　　該ラチェットの該遠位端よりも遠くまで延びている遠位端
　　　　　　を有し、かつ、開口部を含む、前記軸部
　　　　を含み、開口部を含み、該細長い内側管状部材が内層を含み、かつ該細長い内側
管状部材の該内層が該開口部を少なくとも部分的にふさぐ、ステント係合部材と
　　を含む、ステント送達カテーテル；ならびに
　　該外側管状部材の該近位端および該内側管状部材の該近位端にあるハンドルであって
、該外側管状部材と該内側管状部材との相対運動を制御するように適合されている、ハン
ドル。
【請求項２０】
　前記軸部が切欠きを含む、請求項19記載のシステム。
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【請求項２１】
　前記軸部の前記遠位端が前記切欠きを含み、前記ステント係合部材が、該軸部の該遠位
端の周囲に配置されかつ該切欠きを少なくとも部分的にふさぐ管をさらに含む、請求項20
記載のシステム。
【請求項２２】
　前記切欠きが複数のらせん状スロットを含む、請求項20または21記載のシステム。
【請求項２３】
　前記開口部が複数の穴を含む、請求項19～22のいずれか一項記載のシステム。
【請求項２４】
　前記軸部に機械的に結合された非外傷性チップをさらに含む、請求項19～23のいずれか
一項記載のシステム。
【請求項２５】
　前記非外傷性チップが、
　概ね円錐形の遠位端；および
　前記外側管状部材の内面と流体連通している少なくとも一つの開口部を含む、概ね円柱
形の近位端
を含む、請求項24記載のシステム。
【請求項２６】
　前記ステント係合部材が第一の内径を有し、前記細長い内側管状部材が、該ステント係
合部材の前記近位端の近くにおける第二の内径を有し、 該第一の内径が該第二の内径に
実質的に等しい、請求項19～25のいずれか一項記載のシステム。
【請求項２７】
　前記ステント係合部材がニッケル・チタン合金を含む、請求項19～26のいずれか一項記
載のシステム。
【請求項２８】
　前記ステントが平織で編まれており、かつ前記ラチェットが、編みステントのフィラメ
ント間の交点と係合するように構成されている、請求項19～27のいずれか一項記載のシス
テム。
【請求項２９】
　前記ラチェットが平らな遠位端を有する、請求項19～28のいずれか一項記載のシステム
。
【請求項３０】
　前記ラチェットがフレア状の遠位端を有する、請求項19～29のいずれか一項記載のシス
テム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願
　本出願は、35 U.S.C.§119（e）の下、参照により全体として本明細書に組み入れられ
る2011年1月14日出願の米国特許仮出願第61/433,184号の優先権を主張する。
【背景技術】
【０００２】
背景
　本出願は概して、体内脈管または非身体構造（たとえば試験またはデモンストレーショ
ンに使用されるポリマーチューブ）の中にステントを送達するための装置および方法に関
する。
【０００３】
　体内脈管または特定の非身体構造（たとえばポリマーチューブ）は、少なくとも部分的
に閉塞する可能性がある。脈管の開通性を回復するために、病変部または閉塞部にステン
トを挿入することができる。ステントはまた、他の機能のために（たとえば塞栓物質を捕
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らえるため、流体流量を増すためなどに）使用することもできる。
【発明の概要】
【０００４】
概要
　特定の態様において、ステントを送達するためのシステムは、ステント、ステント送達
カテーテルおよびハンドルを含む。ステントは、半径方向に縮んだ形状および半径方向に
拡張した形状を有する。ステントは、近位端、遠位端および近位端と遠位端との間の長さ
を有する。ステントは、長さに沿って複数の開口を含む。ステント送達カテーテルは、細
長い外側管状部材、細長い内側管状部材およびステント係合部材を含む。外側管状部材は
近位端および遠位端を有する。ステントは、半径方向に縮んだ形状で外側管状部材の遠位
端内に収容される。細長い内側管状部材は近位端および遠位端を有する。内側管状部材は
外側管状部材内に延びる。内側管状部材はガイドワイヤルーメンを少なくとも部分的に画
定する。ステント係合部材は細長い内側管状部材の遠位端に結合されている。ステント係
合部材は、シャベル形およびカーブした遠位端を有するラチェットを含む。ステント係合
部材はガイドワイヤルーメンを少なくとも部分的に画定する。ステント係合部材は、細長
い外側管状部材に対して遠位端方向に進められるときにはステントの開口と係合してステ
ントを遠位端方向に動かして細長い外側管状部材の外に出すように構成され、そして細長
い外側管状部材に対して近位端方向に引っ込められるときにはスライドしてステントの開
口を通過するように構成されている。ハンドルは、外側管状部材の近位端および内側管状
部材の近位端にある。ハンドルは、外側管状部材と内側管状部材との相対運動を制御する
ように適合されている。いくつかの態様において、ステント係合部材は撓みスロットを含
む。いくつかの態様において、ステント係合部材はニッケル・チタン合金を含む。いくつ
かの態様において、ラチェットは、編みステントのフィラメント間の交点と係合するよう
に構成されている。いくつかの態様において、ラチェットは、編みステントの第一の側に
おけるフィラメント間の第一の交点および編みステントの、第一の側とは反対の第二の側
におけるフィラメント間の第二の交点と係合するように構成されている。いくつかの態様
において、ステント係合部材は軸部を含み、ラチェットが軸部に機械的に結合されている
。いくつかの態様において、軸部は凹状の近位端を有する。いくつかの態様において、ラ
チェットは、長軸方向に離間した複数のアーチ形溶接部によって軸部に機械的に結合され
ている。いくつかの態様において、ラチェットは、複数のスポット溶接部によって軸部に
機械的に結合されている。いくつかの態様において、ステント送達カテーテルは、内側管
状部材とステント係合部材とを結合する管状コネクタを含む。いくつかの態様において、
ステント送達カテーテルは、ステント係合部材よりも内方に配置され、かつ内側管状部材
の遠位端の近くからステント係合部材の遠位端よりも遠くまで延びる管を含む。いくつか
の態様において、管はナイロンを含む。いくつかの態様において、システムはさらに、管
に機械的に結合された非外傷性チップを含む。いくつかの態様において、非外傷性チップ
の外径は細長い外側部材の内径と少なくとも同じ大きさである。いくつかの態様において
、非外傷性チップは、概ね円錐形の遠位端および外側管状部材の内面と流体連通している
少なくとも一つの開口部を含む概ね円柱形の近位端を含む。
【０００５】
　特定の態様において、ステント送達装置のためのプッシャアセンブリは、細長い内側部
材の遠位端、近位端および遠位端を有するステント係合部材ならびに内側部材の遠位端と
ステント係合部材の近位端とを機械的に結合するコネクタを含む。ステント係合部材の近
位端は内側部材の遠位端に近接する。ステント係合部材は、ステント係合部材の遠位端に
向けて半径方向外向きに延びている部分を含む。ステント係合部材は、遠位端方向に進め
られるときにはステントを動かすように構成され、近位端方向に引っ込められるときには
ステントを動かさないように構成されている。いくつかの態様において、上記部分は、カ
ーブした遠位端を有するシャベル形を有する。いくつかの態様において、その部分は、実
質的に平らな遠位端を有するシャベル形を有する。いくつかの態様において、ステント係
合部材は撓みスロットを含む。いくつかの態様において、ステント係合部材はニッケル・
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チタン合金を含む。いくつかの態様において、その部分は、編みステントのフィラメント
間の交点と係合するように構成されている。いくつかの態様において、その部分は、編み
ステントの第一の側におけるフィラメント間の第一の交点および編みステントの、第一の
側とは反対の第二の側におけるフィラメント間の第二の交点と係合するように構成されて
いる。いくつかの態様において、ステント係合部材は軸部を含み、ラチェットが軸部に機
械的に結合され、そのラチェットがその部分を含む。いくつかの態様において、軸部は凹
状の近位端を有する。いくつかの態様において、ラチェットは、長軸方向に離間した複数
のアーチ形溶接部によって軸部に機械的に結合されている。いくつかの態様において、ラ
チェットは、複数のスポット溶接部によって軸部に機械的に結合されている。いくつかの
態様において、内側部材は内層、中間層および外層を含み、内側部材の遠位端は内層およ
び中間層を含む。いくつかの態様において、内側部材は内層、中間層および外層を含み、
内側部材の遠位端は外層を含まない。いくつかの態様において、コネクタは、内側部材の
遠位端の半径方向外側かつステント係合部材の近位端の半径方向外側にある管状部材を含
む。いくつかの態様において、内側部材の外層は外径を有し、そして管状部材は、内側部
材の外層の外径に実質的に等しい外径を有する外面を有する。いくつかの態様において、
内側部材の中間層は編物を含む。いくつかの態様において、編物はステンレス鋼を含む。
いくつかの態様において、内層はナイロンを含む。いくつかの態様において、外層はナイ
ロンを含む。いくつかの態様において、プッシャアセンブリはさらに、ステント係合部材
よりも内方に配置され、かつ内側部材の遠位端の近くからステント係合部材の遠位端より
も遠くまで延びる管を含む。いくつかの態様において、管はナイロンを含む。いくつかの
態様において、内側部材はガイドワイヤルーメンを少なくとも部分的に画定し、管はガイ
ドワイヤルーメンを少なくとも部分的に画定する。
【０００６】
　特定の態様において、ステント送達装置は、外側部材ルーメンを少なくとも部分的に画
定する細長い外側部材、外側部材ルーメン内に同軸的に配置された細長い内側部材および
前段落に記載されたようなプッシャアセンブリを含む。いくつかの態様において、プッシ
ャアセンブリはさらに、ステント係合部材よりも内方に配置され、かつ内側部材の遠位端
の近くからステント係合部材の遠位端よりも遠くまで延びる管を含む。いくつかの態様に
おいて、管はナイロンを含む。いくつかの態様において、内側部材はガイドワイヤルーメ
ンを少なくとも部分的に画定し、そして管はガイドワイヤルーメンを少なくとも部分的に
画定する。いくつかの態様において、ステント送達装置はさらに、管に機械的に結合され
た非外傷性チップを含む。いくつかの態様において、内側部材はガイドワイヤルーメンを
少なくとも部分的に画定し、管はガイドワイヤルーメンを少なくとも部分的に画定し、非
外傷性チップはガイドワイヤルーメンを少なくとも部分的に画定する。いくつかの態様に
おいて、非外傷性チップの外径は、細長い外側部材の内径と少なくとも同じ大きさである
。いくつかの態様において、非外傷性チップは、概ね円錐形の遠位端および外側部材ルー
メンと流体連通している少なくとも一つの開口部を含む概ね円柱形の近位端を含む。いく
つかの態様において、ステント送達装置はさらに、外側部材に固定的に結合され、かつ内
側部材に可動的に結合されたハンドルを含む。ハンドルはスイッチを含む。スイッチの起
動がステント係合部材の動きを生じさせる。
【０００７】
　特定の態様において、カテーテルのためのチップは、近位端、遠位端、近位端と遠位端
との間のルーメン、遠位端に近接する概ね円錐形の部分および近位端に近接する概ね円柱
形の部分を含む。概ね円柱形の部分は、外面を有し、そして近位端と外面との間の流体連
通を可能にするように構成された少なくとも一つの開口部を含む。
【０００８】
　特定の態様において、ステント送達装置は、外側部材ルーメンを少なくとも部分的に画
定する細長い外側部材、近位端および遠位端を有する細長い内側部材ならびに内側部材の
遠位端に機械的に結合された、前段落に記載されたようなチップを含む。内側部材は外側
部材ルーメン内に同軸的に配置されている。チップの少なくとも一つの開口部は外側部材
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ルーメンと流体連通している。いくつかの態様において、ステント送達装置はさらに、三
段落前に記載されたプッシャアセンブリを含む。いくつかの態様において、プッシャアセ
ンブリはさらに、ステント係合部材よりも内方に配置され、かつ内側部材の遠位端の近く
からステント係合部材の遠位端よりも遠くまで延びる管を含む。いくつかの態様において
、管はナイロンを含む。いくつかの態様において、内側部材はガイドワイヤルーメンを少
なくとも部分的に画定し、管はガイドワイヤルーメンを少なくとも部分的に画定する。い
くつかの態様において、チップは管に機械的に結合されている。
【０００９】
　特定の態様において、プッシャアセンブリを製造する方法は、コネクタを使用して細長
い内側部材の遠位端をステント係合部材の近位端に機械的に結合する工程を含む。ステン
ト係合部材は、ステント係合部材の遠位端に向けて半径方向に広がっている部分を含む。
ステント係合部材は、遠位端方向に進められるときにはステントを動かすように構成され
、そして近位端方向に引っ込められるときにはステントを動かさないように構成されてい
る。いくつかの態様において、機械的に結合する工程は、細長い内側部材の遠位端の周囲
およびステント係合部材の近位端の周囲でコネクタを熱収縮させることを含む。いくつか
の態様において、方法はさらに、細長い内側部材の遠位端から層を除去することを含む。
いくつかの態様において、ステント係合部材を形成する工程は、ハイポチューブを切断、
変形およびヒートセットすることを含む。いくつかの態様において、ハイポチューブを切
断することは、撓みスロットを形成することを含む。いくつかの態様において、ステント
係合部材はラチェットおよび軸部を含み、そして方法はさらに、ラチェットを軸部に溶接
することを含む。
【００１０】
　特定の態様において、ステントを送達するためのシステムは、ステント、ステント送達
カテーテルおよびハンドルを含む。ステントは、半径方向に縮んだ形状および半径方向に
拡張した形状を有する。ステントは、近位端、遠位端および近位端と遠位端との間の長さ
を有する。ステントは、長さに沿って複数の開口を含む。ステント送達カテーテルは、細
長い外側管状部材、細長い内側管状部材およびステント係合部材を含む。外側管状部材は
近位端および遠位端を有する。ステントは、半径方向に縮んだ形状で外側管状部材の遠位
端内に収容される。細長い内側管状部材は近位端および遠位端を有する。内側管状部材は
外側管状部材内に延びる。内側管状部材はガイドワイヤルーメンを少なくとも部分的に画
定する。ステント係合部材は、細長い外側管状部材に対して遠位端方向に進められるとき
にはステントの開口と係合してステントを遠位端方向に動かして細長い外側管状部材の外
に出すように構成され、細長い外側管状部材に対して近位端方向に引っ込められるときに
はスライドしてステントの開口を通過するように構成されている。ステント係合部材はラ
チェットおよび軸部を含む。ラチェットは近位端およびシャベル形遠位端を有する。軸部
は、ラチェットよりも内方にあり、ラチェットに結合されている。軸部は近位端および遠
位端を有する。軸部の近位端はラチェットの近位端の近くまで延びる。ラチェットの近位
端は少なくとも部分的に細長い内側管状部材の遠位端の内側にある。軸部の遠位端はラチ
ェットの遠位端よりも遠くまで延びる。ハンドルは、外側管状部材の近位端および内側管
状部材の近位端にある。ハンドルは、外側管状部材と内側管状部材との相対運動を制御す
るように適合されている。いくつかの態様において、ラチェットは、編みステントのフィ
ラメント間の交点と係合するように構成されている。いくつかの態様において、軸部はら
せん状の切欠きを含む。いくつかの態様において、軸部は複数の開口部を含む。いくつか
の態様において、ラチェットは平らな遠位端を有する。いくつかの態様において、ラチェ
ットはフレア状の遠位端を有する。いくつかの態様において、システムはさらに、軸部に
機械的に結合された非外傷性チップを含む。いくつかの態様において、非外傷性チップは
、概ね円錐形の遠位端および外側管状部材の内面と流体連通している少なくとも一つの開
口部を含む概ね円柱形の近位端を含む。
【００１１】
　特定の態様において、ステント送達装置のためのプッシャアセンブリは、細長い内側部
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材の遠位端およびステント係合部材を含む。ステント係合部材は近位端および遠位端を有
する。ステント係合部材の近位端は少なくとも部分的に細長い内側部材の遠位端の内側に
ある。ステント係合部材は、ステント係合部材の遠位端に向けて半径方向外向きに延びて
いる部分を含む。ステント係合部材は、遠位端方向に進められるときにはステントを動か
すように構成され、近位端方向に引っ込められるときにはステントを動かさないように構
成されている。いくつかの態様において、ステント係合部材は第一の内径を有し、細長い
内側部材は、ステント係合部材の近位端の近くにおける第二の内径を有し、そして第一の
内径は第二の内径に実質的に等しい。いくつかの態様において、上記部分は、カーブした
遠位端を有するシャベル形を有する。いくつかの態様において、上記部分は、平らな遠位
端を有するシャベル形を有する。いくつかの態様において、その部分は、フレア状の遠位
端を有するシャベル形を有する。いくつかの態様において、ステント係合部材はニッケル
・チタン合金を含む。いくつかの態様において、その部分は、編みステントのフィラメン
ト間の交点と係合するように構成されている。いくつかの態様において、ステント係合部
材は、軸部および軸部に機械的に結合されたラチェットを含み、ラチェットが部分を含む
。いくつかの態様において、ステント係合部材の近位端は軸部を含む。いくつかの態様に
おいて、ラチェットは、複数のスポット溶接部によって軸部に機械的に結合されている。
いくつかの態様において、ステント係合部材の近位端は開口部を含み、細長い内側部材は
内層を含み、細長い内側部材の内層は開口部を少なくとも部分的にふさぐ。いくつかの態
様において、開口部は複数の穴を含む。いくつかの態様において、ステント係合部材の遠
位端は切欠きを含み、プッシャアセンブリはさらに、ステント係合部材の遠位端の周囲に
配置され、かつ切欠きを少なくとも部分的にふさぐ管を含む。いくつかの態様において、
切欠きは複数のらせん状スロットを含む。特定の態様において、ステント送達装置は、外
側部材ルーメンを少なくとも部分的に画定する細長い外側部材、外側部材ルーメン内に同
軸的に配置された細長い内側部材およびプッシャアセンブリを含む。いくつかの態様にお
いて、ステント送達装置はさらに、ステント係合部材に機械的に結合された非外傷性チッ
プを含む。いくつかの態様において、細長い内側部材はガイドワイヤルーメンを少なくと
も部分的に画定し、ステント係合部材はガイドワイヤルーメンを少なくとも部分的に画定
し、非外傷性チップはガイドワイヤルーメンを少なくとも部分的に画定する。いくつかの
態様において、非外傷性チップは、概ね円錐形の遠位端および外側部材ルーメンと流体連
通している少なくとも一つの開口部を含む概ね円柱形の近位端を含む。
【００１２】
　特定の態様において、プッシャアセンブリを製造する方法は、細長い内側部材のフレア
状遠位端の内側にステント係合部材の近位端を少なくとも部分的に機械的に結合する工程
を含む。ステント係合部材は、ステント係合部材の遠位端に向けて半径方向に広がってい
る部分を含む。ステント係合部材は、遠位端方向に進められるときにはステントを動かす
ように構成され、近位端方向に引っ込められるときにはステントを動かさないように構成
されている。いくつかの態様において、機械的に結合する工程は、ステント係合部材の近
位端の周囲で細長い内側部材のフレア状遠位端を熱収縮させることを含む。いくつかの態
様において、方法はさらに、細長い内側部材のフレア状遠位端を形成する工程を含む。い
くつかの態様において、ステント係合部材を形成する工程は、ハイポチューブを切断、変
形およびヒートセットすることを含む。いくつかの態様において、ステント係合部材はラ
チェットおよび軸部を含み、そして方法はさらに、ラチェットを軸部に溶接することを含
む。
【００１３】
　本発明および従来技術に対して達成される利点を要約するために、本発明の特定の目的
および利点が本明細書に記載される。当然、そのような目的または利点すべてが必ずしも
任意の特定の態様にしたがって達成されなければならないわけではないことが理解されよ
う。したがって、たとえば、当業者は、本発明が、本明細書において教示または暗示され
るような一つの利点または利点の群を達成または最適化するが、本明細書において教示ま
たは暗示されるような他の目的または利点を必ずしも達成しないやり方で具現化または実
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施されてもよいことを認識するであろう。
【００１４】
[本発明1001]
　細長い内側部材の遠位端；ならびに
　近位端および遠位端を有するステント係合部材
を含み、
該ステント係合部材の該近位端が少なくとも部分的に該細長い内側部材の該遠位端の内側
にあり、該ステント係合部材が、該ステント係合部材の該遠位端に向けて半径方向外向き
に延びている部分を含み、該ステント係合部材が、遠位端方向に進められるときにはステ
ントを動かすように構成され、近位端方向に引っ込められるときにはステントを動かさな
いように構成されている、
ステント送達装置のためのプッシャアセンブリ。
[本発明1002]
　前記ステント係合部材が第一の内径を有し、前記細長い内側部材が、該ステント係合部
材の前記近位端の近くにおける第二の内径を有し、該第一の内径が該第二の内径に実質的
に等しい、本発明1001のプッシャアセンブリ。
[本発明1003]
　前記部分が、カーブした遠位端を有するシャベル形を有する、本発明1001または1002の
プッシャアセンブリ。
[本発明1004]
　前記部分が、平らな遠位端を有するシャベル形を有する、本発明1001または1002のプッ
シャアセンブリ。
[本発明1005]
　前記部分が、フレア状の遠位端を有するシャベル形を有する、本発明1001または1002の
プッシャアセンブリ。
[本発明1006]
　前記ステント係合部材がニッケル・チタン合金を含む、本発明1001～1005のいずれかの
プッシャアセンブリ。
[本発明1007]
　前記部分が、編みステントのフィラメント間の交点と係合するように構成されている、
本発明1001～1006のいずれかのプッシャアセンブリ。
[本発明1008]
　前記ステント係合部材が、軸部および該軸部に機械的に結合されたラチェットを含み、
該ラチェットが前記部分を含む、本発明1001～1007のいずれかのプッシャアセンブリ。
[本発明1009]
　前記ステント係合部材の前記近位端が前記軸部を含む、本発明1008のプッシャアセンブ
リ。
[本発明1010]
　前記ラチェットが、複数のスポット溶接部によって前記軸部に機械的に結合されている
、本発明1008または1009のプッシャアセンブリ。
[本発明1011]
　前記ステント係合部材の前記近位端が開口部を含み、前記細長い内側部材が内層を含み
、該細長い内側部材の該内層が該開口部を少なくとも部分的にふさぐ、本発明1001～1010
のいずれかのプッシャアセンブリ。
[本発明1012]
　前記開口部が複数の穴を含む、本発明1011のプッシャアセンブリ。
[本発明1013]
　前記ステント係合部材の前記遠位端が切欠きを含み、前記プッシャアセンブリが、該ス
テント係合部材の該遠位端の周囲に配置されかつ該切欠きを少なくとも部分的にふさぐ管
をさらに含む、本発明1001～1012のいずれかのプッシャアセンブリ。
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[本発明1014]
　前記切欠きが複数のらせん状スロットを含む、本発明1013のプッシャアセンブリ。
[本発明1015]
　外側部材ルーメンを少なくとも部分的に画定する細長い外側部材；
　該外側部材ルーメン内に同軸的に配置された細長い内側部材；および
　本発明1001～1014のいずれかのプッシャアセンブリ
を含むステント送達装置。
[本発明1016]
　前記ステント係合部材に機械的に結合された非外傷性チップをさらに含む、本発明1015
のステント送達装置。
[本発明1017]
　前記細長い内側部材がガイドワイヤルーメンを少なくとも部分的に画定し、前記ステン
ト係合部材が該ガイドワイヤルーメンを少なくとも部分的に画定し、前記非外傷性チップ
が該ガイドワイヤルーメンを少なくとも部分的に画定する、本発明1016のステント送達装
置。
[本発明1018]
　前記非外傷性チップが、
　概ね円錐形の遠位端；および
　前記外側部材ルーメンと流体連通している少なくとも一つの開口部を含む概ね円柱形の
近位端
を含む、本発明1016または1017のステント送達装置。
[本発明1019]
　ステント係合部材の近位端を少なくとも部分的に、細長い内側部材のフレア状遠位端の
内側に機械的に結合する工程を含み、該ステント係合部材が、該ステント係合部材の遠位
端に向けて半径方向に広がっている部分を含み、該ステント係合部材が、遠位端方向に進
められるときにはステントを動かすように構成され、近位端方向に引っ込められるときに
はステントを動かさないように構成されている、プッシャアセンブリを製造する方法。
[本発明1020]
　機械的に結合する工程が、前記ステント係合部材の前記近位端の周囲で前記細長い内側
部材の前記フレア状遠位端を熱収縮させることを含む、本発明1019の方法。
[本発明1021]
　前記細長い内側部材の前記フレア状遠位端を形成する工程をさらに含む、本発明1019ま
たは1020の方法。
[本発明1022]
　前記ステント係合部材を形成する工程が、ハイポチューブを切断、変形およびヒートセ
ットすることを含む、本発明1019～1021のいずれかの方法。
[本発明1023]
　前記ステント係合部材がラチェットおよび軸部を含み、前記方法が、該ラチェットを該
軸部に溶接する工程をさらに含む、本発明1019～1022のいずれかの方法。
[本発明1024]
　以下を含む、ステントを送達するためのシステム：
　　半径方向に縮んだ形状および半径方向に拡張した形状を有するステントであって、近
位端、遠位端および該近位端と該遠位端との間の長さを有し、該長さに沿って複数の開口
を含む、ステント；
　　ステント送達カテーテルであって、
　　　　近位端および遠位端を有する細長い外側管状部材であって、該ステントが、該半
径方向に縮んだ形状で該外側管状部材の該遠位端内に収容される、細長い外側管状部材と
、
　　　　近位端および遠位端を有する細長い内側管状部材であって、該外側管状部材内に
延び、ガイドワイヤルーメンを少なくとも部分的に画定する、細長い内側管状部材と、
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　　　　該細長い外側管状部材に対して遠位端方向に進められるときには該ステントの該
開口と係合して該ステントを遠位端方向に動かして該細長い外側管状部材の外に出すよう
に構成され、該細長い外側管状部材に対して近位端方向に引っ込められるときにはスライ
ドして該ステントの該開口を通過するように構成されているステント係合部材であって、
該ガイドワイヤルーメンを少なくとも部分的に画定し、
　　　　　　近位端およびシャベル形遠位端を有するラチェット、ならびに
　　　　　　該ラチェットよりも内方にありかつ該ラチェットに結合されている軸部であ
って、
　　　　　　　　少なくとも部分的に該細長い内側管状部材の該遠位端の内側にある該ラ
チェットの該近位端の近くまで延びている近位端、および
　　　　　　　　該ラチェットの該遠位端よりも遠くまで延びている遠位端
　　　　　　を有する軸部
　　　　を含む、ステント係合部材と
　　を含む、ステント送達カテーテル；ならびに
　　該外側管状部材の該近位端および該内側管状部材の該近位端にあるハンドルであって
、該外側管状部材と該内側管状部材との相対運動を制御するように適合されている、ハン
ドル。
[本発明1025]
　前記ラチェットが、編みステントのフィラメント間の交点と係合するように構成されて
いる、本発明1024のシステム。
[本発明1026]
　前記軸部がらせん状の切欠きを含む、本発明1024または1025のシステム。
[本発明1027]
　前記軸部が複数の開口部を含む、本発明1024～1026のいずれかのシステム。
[本発明1028]
　前記ラチェットが平らな遠位端を有する、本発明1024～1027のいずれかのシステム。
[本発明1029]
　前記ラチェットがフレア状の遠位端を有する、本発明1024～1027のいずれかのシステム
。
[本発明1030]
　前記軸部に機械的に結合された非外傷性チップをさらに含む、本発明1024～1029のいず
れかのシステム。
[本発明1031]
　前記非外傷性チップが、
　概ね円錐形の遠位端；および
　前記外側管状部材の内面と流体連通している少なくとも一つの開口部を含む、概ね円柱
形の近位端
を含む、本発明1030のシステム。
  これらの態様すべてが、本明細書に開示される発明の範囲内にあると解釈される。これ
らおよび他の態様は、添付図面を参照する以下の詳細な説明から、当業者には容易に明ら
かになるであろう。本発明は、特定の開示される態様のいずれにも限定されない。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
　本開示のこれらおよび他の特徴、局面および利点は、特定の態様を例示することを意図
したものであり、本発明を限定することを意図したものではない、特定の態様の図面を参
照して説明される。
【００１６】
【図１Ａ】ステント送達装置の例示的態様を示す。
【図１Ｂ】ステント送達装置の別の例示的態様を示す。
【図２－１】図2Aは、図1Aにおいて線2によって囲まれたステント送達装置の近位端部分
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の例示的態様を示す。図2Bは、図2Aにおいて線によって囲まれた近位端部分の一部分の例
示的態様を示す。
【図２－２】図2Cは、図1Aにおいて線2によって囲まれたステント送達装置の近位端部分
の別の例示的態様を示す。
【図２－３】図2Dは、内側部材の例示的態様を示す。
【図２－４】図2Eは、図1Bにおいて線2によって囲まれたステント送達装置の近位端部分
の例示的態様を示す。
【図３Ａ】図2Aに示すステント送達装置の近位端部分の断面図である。
【図３Ｂ】図2Aに示すステント送達装置の近位端部分の一部分の例示的態様の断面図であ
る。
【図３Ｃ】図1に示すステント送達装置のいくつかの部分の例示的態様の断面図である。
【図３Ｄ】図2Aに示すステント送達装置の近位端部分の一部断面平面図である。
【図３Ｅ】図3Dにおいて線3Eによって囲まれた近位端部分の一部分の例示的態様を示す。
【図３Ｆ】図2Eに示すステント送達装置の近位端部分の一部分の例示的態様の断面図であ
る。
【図４Ａ】図1において線4によって囲まれたステント送達装置の遠位端部分の例示的態様
を示す。
【図４Ｂ】図4Aに示すステント送達装置の遠位端部分の断面図である。
【図５Ａ】プッシャアセンブリの例示的態様の断面図である。
【図５Ｂ】プッシャアセンブリの別の例示的態様の断面図である。
【図５Ｃ】ステント送達装置の別の例示的態様の遠位端部分の例示的態様の断面図である
。
【図５Ｄ】ステント送達装置の別の例示的態様の遠位端部分の例示的態様の断面図である
。
【図５Ｅ】遠位端方向に進められた位置にあるプッシャアセンブリを有する図5Aのステン
ト送達装置の断面図である。
【図５Ｆ】遠位端方向に進められた位置にあるプッシャアセンブリを有する図5Bのステン
ト送達装置の断面図である。
【図６】図1において線6によって囲まれたステント送達装置の中間部分の例示的態様を示
す。
【図７Ａ】ステント係合部分の例示的態様を示す。
【図７Ｂ】ステント係合部分の別の例示的態様を示す。
【図７Ｃ】ステント係合部分の別の例示的態様を示す。
【図７Ｄ】ステント係合部分の別の例示的態様を示す。
【図７Ｅ】7E－7E線から見た図7Eのステント係合部分の例示的断面図を示す。
【図７Ｆ】ステント係合部分の別の例示的態様を示す。
【図７Ｇ】ステント係合部分の別の例示的態様を示す。
【図８】ステント前進過程の例示的態様を模式的に示す。
【図９】脈管中でステントを展開する例示的態様を模式的に示す。
【図１０】脈管中でステントを展開する例示的態様を模式的に示す。
【図１１】図1において線2によって囲まれたステント送達装置の中間部分の例示的態様を
示す。
【図１２Ａ】ステント保持要素の例示的態様を示す。
【図１２Ｂ】ステント保持要素の別の例示的態様を示す。
【図１３】図1において線2によって囲まれたステント送達装置の近位端部分の別の例示的
態様を示す。
【図１４】図13に示すステント送達装置の近位端部分の断面図である。
【図１５Ａ】脈管中でステントを展開する別の例示的態様を模式的に示す。
【図１５Ｂ】脈管中でステントを展開するさらに別の例示的態様を模式的に示す。
【図１５Ｃ】脈管中でステントを展開するさらに別の例示的態様を模式的に示す。
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【図１６】コンピュータシステムの例示的態様を示す。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
詳細な説明
　特定の態様および例が以下に記載されるが、当業者は、本発明が、具体的に開示される
態様および／または用途ならびにそれらの自明の変形および均等物を超えるほどに及ぶと
いうことを理解するであろう。したがって、本明細書に開示される発明の範囲は、以下に
記載される特定の態様によって限定されるべきではないと解釈される。
【００１８】
　本明細書に記載される送達システムの特定の局面は、参照により全体として本明細書に
組み入れられる米国特許出願第11/876,764号（米国特許公開公報第2008/0097572号として
公開）に記載されている。
【００１９】
　図1Aは、ステント送達装置10の例示的態様を示す。ステント送達装置10は、近位端部分
2、一つまたは複数の中間部分11、6および遠位端部分4を含み、それらのそれぞれを本明
細書においてさらに詳細に説明する。ステント送達装置10は、装置ボディまたはハンドル
90および外側シースまたは外側部材20を含む。特定の態様において、外側シース20の外径
は7フレンチ（0.092インチ、2.3mm）である。特定の態様において、外側シース20の外径
は6フレンチ（0.079インチ、2.0mm）である。また、外側シース20の他の直径が可能であ
る。
【００２０】
　図1Bは、ステント送達装置10の別の例示的態様を示す。ステント送達装置10は、近位端
部分2、一つまたは複数の中間部分11、6および遠位端部分4を含み、それらのそれぞれを
本明細書においてさらに詳細に説明する。ステント送達装置10は、装置ボディまたはハン
ドル90および外側シースまたは外側部材20を含む。特定の態様において、外側シース20の
外径は7フレンチ（0.092インチ、2.3mm）である。特定の態様において、外側シース20の
外径は6フレンチ（0.079インチ、2.0mm）である。また、外側シース20の他の直径が可能
である。
【００２１】
　ステント送達装置10の近位端部分の例示的態様が、図2Aに斜視図で示され、図3Aに断面
図で示されている。ステント送達装置10の近位端部分の別の例示的態様が、図2Eに斜視図
で示され、図3Fに断面図で示されている。ステント送達装置10は、装置ボディまたはハン
ドル90に結合されている（かつ、図2A、2E、3Aおよび3Fに示す態様においては、それに対
して長軸方向にスライド可能に取り付けられている）ユーザ操作可能な要素またはスイッ
チ50を含む。スイッチ50はまた要素40（図3C）に結合されており、当該要素40は、図2A、
2E、3Aおよび3Fに示す態様においては通路を有し、かつ外側シース20内に嵌るように構成
されている。スイッチ50は、装置ボディ90上にスライド可能に取り付けられ、ブロック51
を介して要素40に結合されている。いくつかの態様において、ブロック51は、スイッチ50
を図3Aまたは3Fに示す位置に向けて付勢する付勢要素（たとえばばね）を含んでもよい。
いくつかの態様において、ブロック51は付勢要素を含まない。
【００２２】
　装置10のスイッチ50、ブロック51および要素40は、近位端方向および遠位端方向（装置
10の縦軸（図示せず）に沿う）に可動であり、概して、他の方向には動きを制限される。
したがって、スイッチ50の近位端方向への移動（近位端側92に向かう）は要素40の近位端
方向への移動を生じさせ、スイッチ50の遠位端方向への移動（遠位端側91に向かう）は要
素40の遠位端方向への移動を生じさせる。いくつかの態様において、（近位端方向または
遠位端方向への）スイッチ50が移動する距離は、同じ距離の要素40の移動に変換される。
いくつかの態様において、（近位端方向または遠位端方向への）スイッチ50が移動する距
離は、（たとえば、ギヤアップまたはダウンされることにより）要素40の異なる距離の移
動に変換される。本明細書においてさらに詳細に説明するように、要素40はステント係合
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要素45に結合され、このステント係合要素45が、スイッチ50が遠位端方向に動かされる期
間の少なくとも一部分の間、装填されたステント30と係合し、それを外側シース20から遠
位端方向に駆動する。
【００２３】
　外側シース20は装置ボディ90から遠位端方向に延びる。装置10はまた、内側部材60を含
むことができ、その一部分は外側シース20内に位置している（たとえば、その中に同軸的
に配置されている）。たとえば図4Aに示すように、内側部材60（および、図2Dに示すよう
な特定の態様においては、内側スリーブ61）は、その遠位端が非外傷性チップまたはノー
ズコーン150に結合されている。（たとえば、外側シース20の内径が内側部材60の外径と
は十分に異なり、それらが必ずしも接触しないために）外側シース20によって軸方向だけ
に制限されない内側部材60は、外側シース20に対するノーズコーン150の動きを容易にす
る。内側部材60は、ガイドワイヤ（たとえば、0.018インチ（約0.46mm）の直径を有する
）が通され得るガイドワイヤルーメンを少なくとも部分的に画定する。ノーズコーン150
は、ガイドワイヤ（たとえば、0.018インチ（約0.46mm）の直径を有する）が通され得る
ガイドワイヤルーメンを少なくとも部分的に画定する。
【００２４】
　放射線不透過性マーカ27が外側シース20沿いの任意の適当な位置に配置されて、ステン
ト30の展開を支援するための手段を提供し得る。たとえば、外側シース20の遠位端からマ
ーカ27までの距離は、その展開状態で送達されているステント30の呼び長さであり得る。
【００２５】
　図4Bは、外側シース20内のステント30の遠位端31を示す。いくつかの態様において、要
素40またはステント係合部材45のいずれも内側部材60に取り付けられていない。特定のそ
のような態様において、要素40が、内側部材60が固定されている間に内側部材60を覆って
近位端方向に動かされてもよく、ステント係合部材45が、内側部材60が固定されている間
に内側部材60を覆って近位端方向および遠位端方向に動かされてもよい。
【００２６】
　図2A、2C、2E、3Aおよび3Fを参照すると、スイッチ50の許容可能な近位端－遠位端方向
への動きは、装置ボディ90中のスロット52の長さおよび一つまたは複数のストッパ120の
位置によって制限される。図2Aおよび2Eに示すストッパ120の第一の位置121は、スイッチ
50の遠位端方向への動きをスロット52の全長未満に制限する。いくつかの態様において、
第一の位置121は、ステント係合部材45が外側シース20内に残る、スイッチ50の最も遠位
端側の位置に対応する。これは、ステント30を進めるための例示的配置に対応する。スト
ッパ120は、好ましくは、たとえばばねによって第一の位置121へと付勢される。図2Cおよ
び3Aにおいて、ストッパ120は、スイッチ50がスライドしてストッパ120を通り過ぎること
を可能にする第二の位置122へと回されている。
【００２７】
　図2Dは、内側部材60の長軸方向に延び、かつガイドワイヤ（図示せず）を受け入れるよ
うに構成されている内側スリーブ61の形態にある内側部材60の例示的態様を含む装置10の
例示的態様のサブアセンブリの断面図である。いくつかの態様において、内側部材60は、
その遠位端または他の任意の適当な位置で任意の適当なやり方で、たとえばLoctite（登
録商標）4014接着剤によって内側スリーブ61に固定されてもよい中間スリーブ62を含む。
中間スリーブ62（たとえばハイポチューブを含む）はまた、内側部材60の近位端まで延び
てもよい。いくつかの態様において、内側部材60は、その遠位端または他の任意の適当な
位置で任意の適当なやり方（たとえばはんだ付け）で中間スリーブ62に接続された外側ス
リーブ63（ハイポチューブを含む）を含む。外側スリーブ63はまた、内側部材60の近位端
まで延びてもよい。いくつかの態様において、内側部材60は、その遠位端または他の任意
の適当な位置で任意の適当なやり方（たとえばはんだ付け）で外側スリーブ63に接続され
た移動制限スリーブ64を含む。スリーブ64は、装置ボディ90に対する内側部材60の移動を
制限するように構成され得る。スリーブ64は、（そのサイズのせいで）装置ボディ90のキ
ャビティ55の近位端開口と干渉するように構成されることができる（たとえば図3Aに示す
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ように）。スリーブ64は、遠位端方向ではブロック51と干渉するように構成されることが
できる（たとえば、ルアーフィッティング100がはじめにYアダプタ95と干渉しないならば
）。
【００２８】
　図3Bは、要素25と導入器35の止血弁のシール31との相互作用を示す拡大断面図である。
特定の態様において、装置10は、外側シース20に結合（たとえばスライド可能に結合）さ
れている要素25を含む。いくつかの態様において、要素25は、外側シース20の外面に沿っ
て相対的に自由にスライドするように構成されている。特定のそのような態様において、
要素25は、導入器35の止血弁と干渉するように構成されている。要素25は、少なくとも部
分的に導入器35の内側に嵌り、止血弁と干渉して、流体が装置10のハンドル90へと逆流す
ることがないように構成されているが、それでもなお、装置の外側シース20が要素25およ
び導入器35内で相対的に自由にスライドすることを可能にする。要素25は、外側シース20
と患者の外面との間の実質的な流体シールを維持しながらも、装置10の外側シース20と、
装置10の外側シース20が挿入される導入器35との間の摩擦を減らすことができる。
【００２９】
　図3Cは、任意の適当なやり方で、たとえば肩部57で終端するプレス嵌めによって、また
は適当な接着剤、たとえばLoctite（登録商標）接着剤の一つ（たとえば4014、4305、332
1など）によってブロック51に固定された近位端ハイポチューブ41を含む要素40の例示的
態様を含む装置10の例示的態様のサブアセンブリの断面図である。ブロック51はピン54を
介してスイッチ50に固定されており、当該ピン54は、スイッチ50に接着されることができ
、かつブロック51にプレス嵌めまたは接着されることができる。要素40はまた、その近位
端において任意の適当なやり方で、たとえばLoctite（登録商標）4305によって、近位端
ハイポチューブ41に接続され、かつその遠位端において支持管または軸部46（他方でステ
ント係合部材45に接続されている）に接続されている中間管42を含み得る。いくつかの態
様において、要素40は、中間管42を覆うように配置されかつ近位端ハイポチューブ41の遠
位端に当接している支持管43を含む。
【００３０】
　特定の態様において、支持管43は任意の適当な位置で中間管42に接続される（たとえば
、任意の適当な接着剤を使用して）。支持管43は、中間管42の剛性を増すように構成され
得る。
【００３１】
　要素40はまた、中間管42を覆うように装着されかつ支持管43の遠位端に当接する戻り止
め44を含み得る。戻り止め44は、任意の適当な接着剤を使用して任意の適当な位置で中間
管42に接続され得る。戻り止め44は、送達過程中にステント30がシース内に戻される場合
、外側シース20によって包囲されたステント30の近位端方向への移動を阻止するように構
成され得る。図3Cに示すサブアセンブリはまた、内側部材60の外面および内側部材60の特
定の態様における外側ハイポチューブの周囲の流体の逆流を減らす（たとえば阻止する）
ように設計された、リテーナ58（たとえばステンレス鋼を含む）によって定位置に保持さ
れるシール56（たとえばシリコーンを含む）を含む。
【００３２】
　図6は、その一部分が外側シース20内に位置するような要素40を示す。いくつかの態様
において、要素40は中空であり、その通路が、その内部に位置する内側部材60の一部分を
収容する。要素40のいくつかの態様は非中空であってもよい。
【００３３】
　図5Aは、プッシャアセンブリまたはラチェットアセンブリ500の例示的態様を模式的に
示す。プッシャアセンブリ500は、内側部材60の遠位端、ステント係合部材45およびコネ
クタ74を含む。ステント係合部材45の近位端は内側部材60の遠位端に近接する。コネクタ
74は、内側部材60の遠位端をステント係合部材45の近位端に機械的に結合する。
【００３４】
　特定の態様において、内側部材60は三つの層：（1）内層60a（たとえばナイロンを含む
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）、（2）中間層60b（たとえば編みステンレス鋼リボンを含む）および（3）外層60c（た
とえばナイロンを含む）を含む。いくつかの態様において、内側部材60の遠位端は内層60
aおよび中間層60bを含む。特定のそのような態様において、外層60cは内側部材60の遠位
端から除去される（たとえばミリング、ストリッピング、エッチングされる）。
【００３５】
　図7A～7Gは、ステント係合部材45の例示的態様を示す。ステント係合部材45は、ステン
ト係合部材45の遠位端に向けて半径方向外向きに延びている部分を含む。図7A、7B、7Fお
よび7Gに示す態様において、ステント係合部材45は、カーブした遠位端を有するシャベル
形またはスコップ形を有する部分を含む。図7Cおよび7Dに示す態様において、ステント係
合部材45は、平らな遠位端を有するシャベル形またはスコップ形を有する部分を含む。い
くつかの態様において、ステント係合部材45は、（たとえばニッケル・チタン合金を含む
）ハイポチューブを切断（たとえばレーザ切断）、変形およびヒートセットすることによ
って形成され得る。たとえば、図7A～7D、7Fおよび7Gは、概ね円柱形のハンドル部分と、
ステント係合部材45の遠位端に向けて半径方向外向きに延びている、切断、変形およびヒ
ートセットされたシャベル形またはスコップ形の部分とを示す。
【００３６】
　図7Bは、疲労応力破損などを緩和し、ステント係合部材がステント30のルーメン内で近
位端方向にスライドする際にステント係合部材45がより容易に内方に変形することを可能
にするように構成された撓みスロット48を含むステント係合部材45の態様を示す。いくつ
かの態様において、撓みスロット48はダンベルまたは犬骨の形を有する。いくつかの態様
において、撓みスロット48は、ハイポチューブを切断する際に形成される。また、撓みス
ロットの他の形状も可能である。また、撓みスロットと他のステント係合部材45（たとえ
ば、図7A、7C、7D、7Fおよび7Gに示すステント係合部材45）との組み合わせも可能である
。
【００３７】
　いくつかの態様において、ステント係合部材45は、軸部46および軸部46に機械的に結合
されたラチェットを含む。軸部46は、ラチェットの直径よりも小さい外径を有するハイポ
チューブ（たとえばニッケル・チタン合金を含む）を含み得る。再び図5Aおよび5Bを参照
すると、軸部46は、ステント係合部材45が内側部材60の遠位端に機械的に結合されるとき
の応力を減らすことができる凹状または扇形の近位端面49を有してもよい。いくつかの態
様において、軸部46の外径はラチェットの内径に実質的に類似している。いくつかの態様
において、軸部46の外径は内側部材60の中間層60bの外径に実質的に等しい。
【００３８】
　いくつかの態様において、軸部46は、ポリマーとの結合を高めるように構成された部分
を含む。図7Aは、切欠き460を含む軸部46を含むステント係合部材45の例示的態様を示す
。いくつかの態様において、切欠き460はレーザ切断されている。いくつかの態様におい
て、切欠き460は、切断後、変形およびヒートセットされてもよい（たとえば、切欠き460
中の突起を内方に付勢するために）。また、切欠きの他の形状が可能である。また、軸部
46と他の形状（たとえば、図7B～7D、7Fおよび7Gに示す形状）の切欠き460との組み合わ
せが可能である。
【００３９】
　図7Dは、複数の開口部464を含む軸部46を含むステント係合部材45の例示的態様を示す
。いくつかの態様において、開口部464はレーザ切断されている。いくつかの態様におい
て、複数の開口部464は三つのスルーホールまたは六つの個々の穴を含む。特定の態様に
おいて、複数の開口部464は、第一のスルーホール464a、第二のスルーホール464bおよび
第三のスルーホール464cを含む。第一のスルーホール464aおよび第二のスルーホール464b
は、周方向に整列し、長軸方向に離間している。第三のスルーホール464cは、第一のスル
ーホール464aおよび第二のスルーホール464bから周方向に約90°回転している。第三のス
ルーホール464cは、長軸方向に第一のスルーホール464aと第二のスルーホール464bとの間
にある。第三のスルーホール464cは、第一のスルーホール464aおよび／または第二のスル
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ーホール464bのいくつかの部分と長軸方向にオーバーラップする部分を含み得る。また、
開口部464の他の数および開口部464の他の配向が可能である（たとえば、スルーホールで
はない開口部、周方向に約30°、約45°、約60°、約90°、約120°、約135°、約150°
、約180°およびそれらの間の範囲でオフセットされている開口部、長軸方向にオフセッ
トされている開口部など）。
【００４０】
　いくつかの態様において、切欠き460と開口部464との組み合わせが使用されたり、かつ
／または互いに代用されたりしてもよい。たとえば、図7Aまたは7Bに示すステント係合部
材45の軸部46が、図7Dに示す複数の開口部464を含み得る。別の例として、図7Dに示すス
テント係合部材45の軸部46が、図7Aに示す切欠き460を含み得る。
【００４１】
　いくつかの態様において、軸部46は、ラチェットを通過して、たとえばラチェットの遠
位端を越える長さまで延びる。たとえば、図7Dは、ラチェットを通過してラチェットの付
形部分の遠位端を越える長さまで延びる軸部46を含むステント係合部材45の例示的態様を
示す。
【００４２】
　いくつかの態様において、軸部46は、たとえば軸部46の可撓性を増すように構成された
、遠位端に近接するレーザ切断部462を含む。いくつかの態様において、レーザ切断部462
は一つまたは複数のらせんを含む。たとえば、レーザ切断部462は、第一の周方向位置か
ら出発して第一の方向に巻く第一のらせんおよび第二の周方向位置（たとえば、第一の周
方向位置から約180°）から出発して同じく第一の方向に巻く第二のらせんを含み得る。
【００４３】
　いくつかの態様において、軸部46は、長軸方向に離間した二つのアーチ形溶接部（たと
えばレーザ溶接部）によってラチェットに機械的に結合されている。たとえば、図5Aおよ
び7Aは、ラチェットを軸部46に結合する長軸方向に離間した二つのアーチ形（たとえば全
周囲）溶接部47を示す。いくつかの態様において、アーチ形溶接部はほぼ同じ周方向位置
から始まる。いくつかの態様において、軸部46は、アーチ形に離間した複数のスポット溶
接部（たとえばレーザ溶接部）によってラチェットに機械的に結合されている。たとえば
、図7Dにおける7E-7E線から見た断面図である図7Eは、ラチェットを軸部46に結合するア
ーチ形に離間した三つのスポット溶接部472a、472b、472cを示す。また、他の数のスポッ
ト溶接部が可能である（たとえば、五つ以下、三つ以下、一つなど）。いくつかの態様に
おいて、溶接部472a、472b、472cは、約30°、約45°、約60°、約75°、約90°、約120
°およびそれらの間の範囲で離間しており、その場合、角度は、溶接部472a、472b、472c
と共通の点（たとえば、軸部46の中心、ラチェットの中心など）とを接続する線の間で計
測されてもよい。たとえば、図7Eに示す態様において、溶接部472aは溶接部472cから約90
°離間し、溶接部472bは溶接部472a、472cから約45°離間している。
【００４４】
　第一の溶接部（たとえば溶接部472b）が形成されると、軸部46は、その溶接点472bでラ
チェットの中心から引き離される。この引き離しが反対側でラチェットと軸部46との間に
ギャップ474を形成することができる。アーチ形溶接部において、溶接がギャップ474の最
大距離に近づくにつれて、ラチェットと軸部46との間の接続は、おそらく溶接部分が結合
効果を有しないであろう程度にまで弱くなり得る。複数のスポット溶接部がアーチ形溶接
部と少なくとも同じくらいの結合効果を生じさせ、加工時間を短縮し、より頑丈な結合を
作り出す場合がある。図7Eに示す態様において、溶接部472a、472b、472cは、それぞれ、
ラチェットと軸部46との間に結合効果を有する。ラチェットが片側により多くの材料（た
とえば、図7A～7Dに示すラチェットのシャベルまたはスコップ部分）を有する態様におい
て、スポット溶接部472a、472b、472cはその側に実施されて、誤差（たとえば長軸方向溶
接誤差）のためのさらなる余地を提供してもよい。特定の態様において、ギャップ474は
少なくとも部分的にふさがれてもよい（たとえばポリマーによって）。
【００４５】
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　図7Fおよび7Gは、ステント係合部材45の別の例示的態様を示す。ステント係合部材45は
、ステント係合部材45の遠位端に向けて半径方向外向きに延びている部分を含む。図7Dに
示す態様において、ステント係合部材45は、カーブした遠位端および遠位端方向かつ／ま
たは外方にフレア状のチップ452を有する、シャベル形またはスコップ形を有する部分を
含む。いくつかの態様において、ステント係合部材45は、（たとえばニッケル・チタン合
金を含む）ハイポチューブを切断（たとえばレーザ切断）、変形およびヒートセットする
ことによって成形され得る。図7Fおよび7Gは、概ね円柱形のハンドル部分と、ステント係
合部材45の遠位端に向けて半径方向外向きに延びている、切断、変形およびヒートセット
されたフレア状チップシャベル形またはスコップ形部分とを示す。
【００４６】
　図5Aは、ステント係合部材45の近位端がわずかに離間した突合せ接合で内側部材60の遠
位端に機械的に結合されている例示的態様を示す。内側部材60の遠位端の周囲およびステ
ント係合部材60の近位端の周囲において、コネクタ74（たとえば管状部材（たとえばナイ
ロンを含む）を含む）が、（たとえば、熱収縮スリーブによって半径方向内向きに圧縮さ
れることによって）熱収縮されている。いくつかの態様において、コネクタ74のいくつか
の部分が、内側部材60とステント係合部材45との間のギャップの中に入り込んでもよい。
特定の態様において、内側部材の遠位端は、機械的結合の前に変更されてもよい（たとえ
ば外側層60cを除去することによって）。
【００４７】
　いくつかの態様において、コネクタ74の外径は内側部材60の外径に実質的に等しい。い
くつかの態様において、コネクタ74の内径は内側部材60の中間層60bの外径に実質的に等
しい。これら両方の条件が満たされるとき、コネクタ74の近位端部分が、事実上、除去さ
れた外側層60cに代わり得る。
【００４８】
　いくつかの態様において、コネクタ74の外径は、ステント係合部材45におけるステント
係合部材45の遠位端に向けて半径方向外向きに延びていない部分（たとえば、本明細書に
記載されるハイポチューブの円柱形部分）の外径に実質的に等しい。いくつかの態様にお
いて、コネクタ74の内径は軸部46の外径に実質的に等しい。これら両方の条件が満たされ
るとき、コネクタ74の遠位端部分は、コネクタ74とステント係合部材45との間に実質的に
シームレスの面を提供し得る。また、前段落における条件と組み合わされるとき、コネク
タ74は、ステント係合部材45における半径方向外向きに延びている部分以外は実質的に均
一な外径を有するプッシャアセンブリ500を提供することができる。これは、均一な外観
をプッシャアセンブリ500に提供し得る。これはまた、プッシャアセンブリ500におけるス
テント係合部材45の半径方向外向きに延びている部分以外の部分がステント30および／ま
たは外側シース20と相互作用する（たとえば不都合に突き出る）可能性を減らし得る。
【００４９】
　図5Bは、ステント係合部材45の近位端がカテーテルシャフトまたは内側部材60の遠位端
に機械的に結合されている別の例示的態様を示す。内側部材60の遠位端は、たとえば、概
ねステント係合部材45の近位端の外径である外径を有するツールを使用して、フレア状に
されている。ステント係合部材45の近位端（たとえば切欠き462または開口部464を含む）
は内側部材60のフレア状遠位端に配置されている。熱収縮管材料または他の手段を使用し
て、内側部材60を半径方向内向きに付勢してステント係合部材45の周囲に潰してもよい。
内側部材60の内層のいくつかの部分が切欠き462または開口部464の中に突出する。結合さ
れた構造は、内側部材60の内径およびステント係合部材45の内径に基づく均一な内径を有
する。結合された構造は、有利には、別個の剪断面を有しなくてもよい。結合された構造
は、たとえばステント係合部材45におけるラチェットの近位端の近くの部分に沿ってわず
かな外向きフレアを有し得る。この結合構造は、有利には、より少ない個別部品を使用す
る（たとえば、コネクタ74を使用しない）こと、内側部材60を変更しない（たとえば層60
cを除去しない）こと、および／または軸部46を変更しない（たとえば扇形面49を形成し
ない）ことにより、製造を簡素化し得る。
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【００５０】
　ステント係合部材45は、遠位端方向に進められるときにはステント30と係合するように
構成され、近位端方向に引っ込められるときにはステントと係合しないように構成されて
いる。たとえば、ステント係合部材45の半径方向外向きに延びている部分は、編みステン
トのフィラメント間の一つまたは複数の交点（たとえば、図5Dの33における係合によって
示すように、第一の側におけるフィラメント間の第一の交点、および反対にある第二の側
におけるフィラメント間の第二の交点）と係合するように構成され得る。別の例として、
ステント係合部材45の半径方向外向きに延びている部分は、レーザ切断されたハイポチュ
ーブステント中の一つまたは複数の切欠きと係合するように構成され得る。さらなる例と
して、ステント係合部材45の半径方向外向きに延びている部分は、他のタイプのステント
の一つまたは複数の係合可能な特徴（たとえば、金属、プラスチック、それらの組み合わ
せなどを含む）と係合するように構成されてもよく、そしてステント係合部材45の半径方
向外向きに延びている部分は、グラフトの一つまたは複数の係合可能な特徴（たとえば内
側ステント面を含む）、それらの組み合わせなどと係合するように構成されてもよい。
【００５１】
　いくつかの態様において、プッシャアセンブリ500は、ステント係合部材45よりも内方
に配置されかつ内側部材60の遠位端の近くからステント係合部材45の遠位端よりも遠くま
で延びる管75（たとえばナイロンを含む）を含む。たとえば、図5Aに示すように、管75は
、ステント係合部材45の概ね近位端からステント係合部材45を通過してステント係合部材
45をいくらか越える長さまで延びる。
【００５２】
　いくつかの態様において、プッシャアセンブリ500は、場合によっては、たとえば、ス
テント係合部材45の鋭利な縁による損傷から管75を保護するために、管75における、ステ
ント係合部材45の半径方向外向きに延びている部分内の部分の近くにおいて、管75の半径
方向外側にある、第二の管76（たとえばポリイミドを含む）を含む。特定のそのような態
様において、第二の管は、ステント係合部材45の半径方向外向きに延びている部分の近位
端からステント係合部材45の遠位端まで延びる。
【００５３】
　いくつかの態様において、非外傷性チップ150が、管75の遠位端に機械的に結合され、
ステント係合部材45の遠位端から長軸方向に離間している。チップ150は近位端151および
遠位端152を有する。図5Aおよび5Bは模式図であり、そのため、ステント係合部材45とチ
ップ150との長軸方向間隔は正確には示されていない場合がある（たとえば、管75を横切
る曲線対によって暗示されるように）。いくつかの態様において、ステント係合部材45の
遠位端は、たとえば、チップ150の近位端151から少なくとも約30mmである。チップ150は
、近位端151に近く、かつ外面154を有する概ね円柱形の部分153を含み得る。チップ150は
、遠位端152に近く、かつ外面156を有する概ね円錐形または円錐台形の部分155を含み得
る。
【００５４】
　いくつかの態様において、チップ150は少なくとも一つの開口部157、158を含む。開口
部157、158は、外側シース20の外側から外側シース20の内側までの流体連通を可能にする
ように構成されている。特定のそのような態様において、少なくとも一つの開口部157は
、近位端151と外面154との間の流体連通を可能にするように構成されており、かつ／また
は少なくとも一つの開口部158は、近位端151と外面156との間の流体連通を可能にするよ
うに構成されている。少なくとも一つの開口部157は、有利には、装置10の遠位端の前進
中に流体を蓄積しにくいものであってもよい。いくつかの態様において、少なくとも一つ
の開口部157、158はチップ150中の溝（たとえばU字形溝）を含む。いくつかの態様におい
て、少なくとも一つの開口部157、158はチップ150中の第二のルーメンを含む。少なくと
も一つの開口部157、158は、たとえば、チップ150の成形中に形成されてもよいし、かつ
／またはチップ150から材料を除去する（たとえば、エッチング、ドリル加工などによっ
て）ことから得られてもよい。いくつかの態様において、少なくとも一つの開口部は、概
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ね円柱形の部分153における180°離れた二つの溝を含む。
【００５５】
　少なくとも一つの開口部157、158は、装置10を滅菌するために役立つ場合がある。たと
えば、エチレンオキシドガスを少なくとも一つの開口部157、158に通して流して、ステン
ト30、ステント係合部材45および外側シース20のルーメン内の他の部品を滅菌してもよい
。いくつかの態様において、円柱形部分153は、たとえば、装置10の前進中に外側シース2
0のルーメンを実質的に閉塞するために、外側シース20の内径よりも大きい（たとえば、
外側シース20の直径に実質的に等しい）外径を有する。本明細書に記載されるように、外
側シース20のルーメンは、たとえばスイッチ50の操作中に動作環境に暴露され、異物が外
側シース20のルーメン中に蓄積する場合がある。少なくとも一つの開口部157、158は、使
用前に装置10から空気を排出することに役立つ場合がある（たとえば、チップ150が外側
シース20に近接するとき、生理食塩水を装置10に通して流すことを可能にする）。
【００５６】
　図5Bは、チップ150とステント係合部材45との間の結合構造の別の例示的態様を示す。
本明細書に記載されるように、ステント係合部材45は、ラチェットの遠位端を越えて突出
する軸部46を含んでもよく、そして遠位端方向に延びる部分は、らせん462のような特徴
を含んでもよい。いくつかの態様において、管75は軸部46の遠位端の周囲において（たと
えば、熱収縮スリーブによって半径方向内向きに圧縮されることにより）熱収縮され、管
75の材料が特徴462の中に押し込まれる。プッシャアセンブリ500は、場合によっては、軸
部46と管75とを結合するメルトカプラ76を含み得る。
【００５７】
　図5Cは、装置10の外側シース20が三つの層：（1）内層20a（たとえばポリテトラフルオ
ロエチレン（PTFEまたはTeflon（登録商標））を含む）、（2）中間層20b（たとえば編み
ステンレス鋼リボンを含む）および（3）外層20c（たとえばPebax（登録商標）を含む）
を含むプッシャアセンブリ500を含むステント送達装置10の遠位端550の態様を示す。チッ
プ150の円柱形部分の外径は、外側シース20の層20a、20b、20cの一つまたは複数に対応す
る（たとえば、それらの外径と整合する）ように構成されてもよい。
【００５８】
　図5Dは、装置10の外側シース20が三つの層：（1）内層20a（たとえばポリテトラフルオ
ロエチレン（PTFEまたはTeflon（登録商標））を含む）、（2）中間層20b（たとえば編み
ステンレス鋼リボン（たとえば、図5Bに示す編みステンレス鋼リボンとは異なる格子密度
を有する）を含む）および（3）外層20c（たとえば、第一の材料（たとえばPebax（登録
商標）を含む）および第一の材料とは異なる第二の材料（たとえばナイロンを含む）を含
むプッシャアセンブリ500を含むステント送達装置10の遠位端の態様を示す。たとえば、
外層20cが約90cm（または900mm）の長さを有するいくつかの態様においては、近位端側70
cm（または700mm）が第一の材料（たとえばナイロンを含む）を含んでもよく、そして遠
位端側20cm（または200mm）が、第一の材料とは異なる第二の材料（たとえばPebax（登録
商標）を含む）を含んでもよい。別の例として、外層20cが約120cm（または1,200mm）の
長さを有するいくつかの態様においては、近位端側100cm（または1,000mm）が第一の材料
（たとえばナイロンを含む）を含んでもよく、そして遠位端側20cm（または200mm）が、
第一の材料とは異なる第二の材料（たとえばPebax（登録商標）を含む）を含んでもよい
。また、第一の材料および第二の材料の他の長さおよび材料が可能である。
【００５９】
　特定の態様において、外層20cは一つまたは複数のマーカ（たとえばマーカバンド）（
図示せず）を含む。いくつかの態様において、マーカバンドの一つまたは複数はタングス
テン注入ポリマーを含み得る。マーカは、装置の位置に関するユーザ情報を提供するのに
十分な幅広さであってもよい。いくつかの態様において、マーカの一つまたは複数は、約
1mm～約2mm（たとえば約1.5mm）、約2mm未満などの幅を有し得る。
【００６０】
　チップ150の円柱形部分の外径は、外側シース20の層20a、20b、20cの一つまたは複数に
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対応する（たとえば、それらの外径と整合する）ように構成され得る。
【００６１】
　内側部材60は、ガイドワイヤ（たとえば、0.018インチ（約0.46mm）の直径を有する）
が通され得るガイドワイヤルーメンを少なくとも部分的に画定する。管75を含む態様にお
いて、管75は、ガイドワイヤ（たとえば、0.018インチ（約0.46mm）の直径を有する）が
通され得るガイドワイヤルーメンを少なくとも部分的に画定する。特定のそのような態様
において、管75の内径は内側部材60（たとえば内層60a）の内径に実質的に等しい。ノー
ズコーン150は、ガイドワイヤ（たとえば、0.018インチ（約0.46mm）の直径を有する）が
通され得るガイドワイヤルーメンを少なくとも部分的に画定する。したがって、プッシャ
アセンブリ500は、ガイドワイヤ（たとえば、0.018インチ（約0.46mm）の直径を有する）
が通され得るガイドワイヤルーメンを含む。
【００６２】
　外側シース20の近位端はハンドル90に固定的に結合され、そして内側部材60の近位端は
スイッチ50に結合されている。スイッチ50は、二つの異なる長軸方向長さ：（1）ステン
ト係合部材45が外側シース20の遠位端から出ることができない第一の長さ、および（2）
ステント係合部材45が外側シース20の遠位端から出ることができる（たとえば、ストップ
120を取り外したのち）第二の長さを有するハンドル経路に沿ってスライドすることがで
きる。ユーザは、ハンドル90に対してスイッチ50を前後に押したり引いたりして、ステン
ト係合部材（本明細書に記載されるように内側部材60の遠位端に結合されている）を、ハ
ンドル90に対して固定されている外側シース20に対し、遠位端方向に延ばし、近位端方向
に引っ込めることができる。
【００６３】
　スイッチ50の遠位端方向への前進中、ステント係合部材45は位置33でステント30の内面
と係合して（たとえば、図5C～5Fに示すように、編みフィラメント間の交点を「係止して
」）、それにより、ステント30を外側シース20から遠位端方向に押し出す。
【００６４】
　スイッチ50の近位端方向への引き込み中、ステント係合部材45は、半径方向内向きに撓
み、ステント30の内面に沿って非係止的にスライドするため、ステント30とは係合しない
。ステント30は、スイッチ50を前後に動かすことにより、各前進動がステント30の一部分
を外側シース20から押し出すことによって展開される。図5Eおよび5Fは、それぞれ、ステ
ント30が脈管、管路または管160の中で展開される様子を示す。ステント30の拡張および
ステント30と脈管、管路または管壁160との係合が外側シース20を近位端方向に移動させ
得るが、ユーザは、外側シース20を引き戻す、または回収するために何の機能をも実施し
ない。ひとたびステント30が展開されたならば、装置10は脈管、管路または管160から引
き戻される。
【００６５】
　図6は、要素40（たとえば内側部材60を含む）がステント係合部材45に機械的に結合さ
れている態様を示す。図6に示す態様において、要素40の中間管42が支持管46に接続され
、支持管はステント係合部材45に接続されている。ステント係合部材45は、少なくとも部
分的にステント30のルーメン内に配置されている。スイッチ50の遠位端方向への移動に応
答して要素40が遠位端方向に動くと、ステント係合部材45はステント30と係合して、ステ
ント30を外側シース20に沿って進ませる。ステント係合部材45の近位端方向への運動はス
テント30の動きを生じさせない。このようなやり方の要素40の遠位端方向および近位端方
向への繰返し往復運動が、ステント30が外側シース20から出るまでステント30の前進を生
じさせる。当業者は、装置10の図示される態様が、ユーザが、ステント30とステント係合
部材45との多数の係合（各係合は、ステント30の遠位端の近くで起こり、外側シース20の
同時発生的引き戻しなしでステント30を遠位端方向に駆動し、ステント30を遠位端方向に
駆動しない期間によって後続の係合から分けられる）を介してステント30を外側シース20
の外へと遠位端方向に進めることができるよう、かつ、各係合を生じさせる装置10との接
触（スイッチ50で起こる）のユーザの最も近位端側の点が装置ボディ90の近位端またはそ
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れよりも遠くに位置するように構成されていることを理解するであろう。ステント係合部
材45は、疲労応力破損などを緩和するのに役立ち、かつステント係合部材45がステント30
のルーメン内で近位端方向にスライドするとき内方に折れることを可能にする、丸いダン
ベル形の端部を備えた撓みスロット48を含んでもよい。
【００６６】
　ステント係合部材45の性能は、図7Aおよび7Bに示すような適切な形状の選択によって達
成され得る。代替態様は、ステント前進を達成するために撓む、枢着されている、または
他のやり方で形を変えるステント係合要素45を用いてもよい。ステント係合部材45の構成
は、展開されるステント30のタイプに最も適するように選択され得る。ステント30が、参
照により全体として本明細書に組み入れられる米国特許第7,018,401号に開示されている
種類のような自己拡張性編みステントである場合、ステント係合部材45は、（a）ステン
ト30を遠位端方向に駆動するときステント30の両側におけるワイヤ交点と係合し、（b）
内方に変形し（たとえば、少なくとも部分的に撓みスロット48のせいで）、そしてステン
ト30のルーメン内で近位端方向にスライドするように構成され得る。ステント30が、レー
ザ切断されたハイポチューブステントである場合、ステント係合部材45は、（a）ステン
ト30を遠位端方向に駆動するときステント30の切断部分と係合し、そして（b）内方に変
形し、ステント30のルーメン内で近位端方向にスライドするように構成され得る。
【００６７】
　図8は、ステント30を進ませ、そして展開させる過程の模式図を示す。ステント30の遠
位端31は、外側シース20を出て、拡張した状態にある（たとえば、脈管もしくは管のサイ
ズまで、またはその拡張時外径によって制限されるように）。要素40は、矢印によって示
されるように近位端方向および遠位端方向に動く。ステント係合部材45が遠位端方向に移
動するとき、それがステント30（たとえば、レーザ切断されたハイポチューブステントの
切断部分または編みステントのフィラメント間の交点）と係合し、ステント30を遠位端方
向に進めて、それによってステント30を外側シース20の外に駆動する。ステント係合部材
45が近位端方向に移動するとき、ステント係合部材45の形状のせいでステント30の前進は
起こらない。その代わり、ステント係合部材45の形状は、スイッチ50の近位端方向への移
動中にステント係合部材がステント30の部分（たとえばワイヤ部分）の上に動き、それと
遭遇するとき、外側シース20に対するステント30の軸方向位置を乱すことなく、それが内
方に曲がる、または撓むことを可能にする。いくつかの態様において、ステント30の前進
は、外側シース20の機械化された同時発生的引き戻しなしで、そして、装置ボディ90に対
する外側シース20の動きなしで達成される（患者の体の動き、振動などによって生じる偶
発的な動きは別として）。
【００６８】
　図9および10は、体内脈管160中のステント30の展開を模式的に示す。図9は、制限され
た、または細長い形状のステント30を示す。これは、装置10の外側シース20内にあるとき
のステント30の形状（たとえば図5Bに示すような）の例である。図10は、自己拡張性ステ
ント30が外側シース20から出るときにとり得る一つの状態である、体内脈管160中で拡張
状態にあるステント30を示す。
【００６９】
　いくつかの態様において、装置10は、ステント30が外側シース20から完全には出ていな
いという条件で、前進および／または展開過程中にオペレータがステント30をシース内に
戻すことを可能にするように構成されたステント保持要素70を含む。図11および12Aを参
照すると、装置10は、ステント30の近位端32に結合されたステント保持要素70を含む。ス
テント30の近位端32が外側シース20内にある限り、ステント係合部材45の近位端方向への
移動中でさえ、ステント保持要素70の遠位端部分71とステント30との間の接触が存在する
。ステント30の近位端32が外側シース20の外に進められるとき、ステント30は、ステント
保持要素70の遠位端部分71の最大幅（図示する半径方向で見て）よりも大きい半径まで拡
張する。その結果、ステント30とステント保持要素70との間の接触は終わり、ステント30
の展開は不可逆性になる。したがって、ステント30の近位端部分（特に、ステント保持要
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素70に結合された近位端部分）が外側シース20内に配置されたままであるという条件で、
ステント保持要素70を操作して、ステント30を近位端方向に外側シース20の中に引き戻す
（オペレータの動作によって）ことが可能である。
【００７０】
　ステント保持要素70の近位端部分72は、ステント30の近位端部分が外側シース20内に配
置されているという条件で、近位端方向に外側シース20の中へのステント30の引き戻しを
容易にし、かつステント保持線として特徴づけられ得るケーブルまたは類似装置を含んで
もよい。ステント保持要素70の遠位端部分71は、ステント30中の開口（たとえば、フィラ
メント間の窓、ハイポチューブの切断部分）と係合するように構成された半径方向に突出
している複数の爪73を含む管材料（たとえばハイポチューブ）の部品を含み得る。ステン
ト保持要素70の管材料は、任意の適当なやり方（たとえばはんだ付け）でステント保持要
素70の近位端部分72に結合されてもよい。
【００７１】
　図1Aおよび2Aに示すように、Yアダプタ95が装置ボディ90の近位端部分に結合され得る
。内側部材60はまっすぐなアーム96に通して配置されてもよく、近位端部分72はYアダプ
タ95の斜めのアーム97に通して配置され得る。図2Bに示すように、ステント保持要素位置
マーカ93が線72に結合され、その線72に沿って、ステント保持要素70に結合されているス
テント30の相対位置に配置され得る。たとえば、マーカ93（たとえば熱収縮管材料の部品
を含む）は、線72が斜めのアーム97の周の中に延びたとき、ステント30が外側シース20か
ら完全に出るように線72に沿って配置され得る。このようにして、オペレータは、ステン
ト30が外側シース20からどれくらい出たのかを知らせる視覚的インジケータを有する。図
1Aおよび2Aはまた、ステント保持要素70が、ステント保持要素70の操作を可能にする際に
把持するものをユーザに提供するために、任意の適当なやり方で（たとえばLoctite（登
録商標）接着剤によって）線72に結合されたフィンガ要素98を含み得ることを示す。図12
Bは、フィンガ要素98が断面で示されているステント保持要素70の態様を示し、線72とフ
ィンガ要素98（ねじで接合される内側および外側部品を有してもよい）との間の例示的な
接続位置99（たとえば接着剤を含む）を示す。
【００７２】
　いくつかの態様において、装置10は、たとえば、それぞれ外側シース20および内側部材
60の洗い流しを可能にするための、サイドポート110（装置ボディ90に結合された）およ
びルアーフィッティング100（内側部材60の近位端62に結合された）を含む。洗い流しは
、生理食塩水を用いてもよいし、処置の前に実施してもよい（たとえば、本明細書に記載
されるような少なくとも一つの開口部157、158を介して）。本明細書に記載される装置の
いくつかの態様は、外側シース20および／または内側部材60を洗い流すための設計を含み
得るし、外側シース20および／または内側部材60の洗い流しができないように構成され得
る。図3Dは装置10の平面図であり、そして装置ボディ90の遠位端の近くに、図3Eにさらに
詳細に示される切欠き部を特定している。
【００７３】
　図2Cを参照すると、ストッパ120の第二の位置122が、スイッチ50がスロット52の全長を
遠位端方向に移動することを可能にする。スロット52中のスイッチ50の最も遠位端側の位
置（たとえば、ストッパ120が第二の位置120にあるとき）は、ステント係合部材45が外側
シース20の遠位端に対して外側または遠くにあり、したがって、ステント30が、その拡張
状態で外側シース20の外に駆動される領域にある位置に対応する。ステント保持要素70の
遠位端部分71から切り離されている、この位置にあるステント30は、もはや外側シース20
の中に引き戻すことはできない。さらに、拡張状態にあるステント30は、ステント係合部
材45の上に半径方向の隙間を有する。本明細書に開示される装置の代替態様は、スイッチ
50の移動を制限するための他の設計を用い得るし、調節可能な移動制限特徴を有しなくて
もよい。
【００７４】
　図13および14は、ステント保持要素70の近位端部分72に結合された捕獲装置80を含む装
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置10の別の例示的態様を示す。捕獲装置80は、ステント係合部材45がステント30を進める
とき適切な量の近位端部分72を解放するように働く。捕獲装置80は、外側シース20からの
ステント30の完全な展開の前にステント30の遠位端方向への前進を停止させるように働く
ストップを含む。ストップ（適切な場所で近位端部分72に結合されている管材料、たとえ
ばハイポチューブの部品であることができる）は、さらなる前進がステント30の展開を生
じさせるであろうポイントでオペレータフィードバックを提供する（したがって、ストッ
プは、ステント30の引き戻しがもはや不可能である場所のインジケータとして使用するこ
とができる）。ここで、オペレータは、ステント保持要素70を近位端方向に引くことによ
ってステント30を再配置のための外側シース20の中に引き戻すことを選択し得るし、ある
いは展開ストップレバー81を押し（これが、ストップが展開ストップレバーを迂回するこ
とを可能にし、ステント保持要素70の継続した遠位端方向への前進を可能にする）、スイ
ッチ50を介して前進を継続することによってステント30の展開を進めてもよい。
【００７５】
　オペレータがステント30を再配置のために外側シース20の中に引き戻すことを選択する
ならば、オペレータは、保持を作動させレバー84を引くことができ、それが、図示される
態様においては、捕獲装置80を装置ボディ90から切り離し、オペレータが、ステント保持
要素70の近位端部分72を近位端方向に引くことによってステント30を引き戻すことを可能
にする。ステント30がシース20の中に戻されたのち、捕獲装置80の保持プーリ82およびば
ね83が作動して、ステント保持要素70の過度なたるみを蓄積する。この態様において、ス
テント保持要素70の近位端部分72は、装置ボディ90内の中央には位置しない装置ボディ90
の一部分に通されてもよい。本明細書に開示される装置の代替態様は、自動化捕獲装置の
ような捕獲装置80とは異なるふうに構成されている捕獲装置を含み得る。さらには、捕獲
装置80は、フィンガ要素98の代わりに、図1Aに示す装置10の態様における斜めのアーム97
に結合され得る。
【００７６】
　本明細書に記載される装置10は、使い捨て可能であってもよく、任意の適当な技術、た
とえばエチレンオキシドガスを使用する滅菌法を使用して滅菌されたのち、バッグ、パウ
チ、箱または他の適当な容器中に包装され得る。外側シース20の遠位端とノーズコーン15
0の近位端との間に、滅菌ガスが装置10中に流れることを可能にするための小さなギャッ
プがあってもよい。容器は、容器上に印刷された、または容器の内部に含まれた、装置10
を使用するための指示書を含み得る。装置10を容器から取り出したのち、生理食塩水を使
用して外側シース20およびその内容物ならびに内側部材20を洗い流してもよい（たとえば
サイドポート110を通して）。その後、ノーズコーン150が結合されている内側部材60を近
位端方向に引くことにより、ノーズコーン150と外側シース20との間のギャップを閉じる
ことができる。処置が血管にステントを挿入することを含むならば、装置10を適切な位置
に配置するための任意の適当な技術が使用されてもよい（たとえばセルジンガー法）。任
意の適当な可撓性非外傷性チップであってもよい装置10のノーズコーン150は、放射線不
透過性であってもよく、装置10のための最遠位端マーカになってもよい。任意の適当な材
料でできている別の放射線不透過性マーカ（たとえば白金または白金合金バンド）が、装
置10におけるノーズコーン150に近い部分（たとえば（上記のような）外側シース20、要
素40または内側部材60）に結合されて、装置10のための最近位端マーカを形成し得る。こ
れら二つのマーカは、対象部位に対して装置10を配置してステント30の正確な展開を可能
にするためにオペレータによって使用され得る。
【００７７】
　ステント（たとえばステント30）は、装置10を使用して、シース（たとえば外側シース
20）から遠位端方向に押し出され、管状構造160に入れられ得る。いくつかの態様におい
て、管状構造160は動物組織（たとえばヒト血管）である。他の態様において、管状構造1
60は動物組織ではなく、所与の装置技術を試験する、または一人または複数の人物、たと
えば自らの診療において装置10またはステント前進技術の使用を考慮している医師に対し
てステント前進をデモンストレーションするために使用することができるポリマー構造を
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含む。
【００７８】
　いくつかの方法は、ステントをステント係合要素（たとえばステント係合部材45）と繰
り返し係合させることによって（係合の少なくとも二つは非係合期間によって分けられる
）ステント（たとえばステント30）を遠位端方向に駆動してシース（たとえば外側シース
20）から出し、管状構造160に入れること、およびステントが遠位端方向に駆動されてシ
ースから出るとき、管状構造160に対するシースの軸方向位置を変えることによって管状
構造160内でステントの軸方向密度を変えることを含む。ステントが遠位端方向に駆動さ
れてシースの外に出るとき、装置10の残り部分はオペレータによって管状構造160に対し
て近位端方向に引き戻されて、ステントの展開部分が、そのステントが中で展開される管
状構造160（たとえばヒト組織）に対して固定されたままになる。装置10の残り部分が引
き戻される速度は、ステントの軸方向密度を変えるために変えられ得る。より低い引き戻
し速度はステントの軸方向密度を高め、より高い引き戻し速度はステントの軸方向密度を
下げる。ステントの軸方向密度を高めることは、たとえば、管状構造160の開通性を維持
するためにより大きなフープ強度が必要とされる場合がある位置で、たとえば、図15Aに
示すような動脈200の狭窄領域210に沿って、より大きなフープ強度を提供し得る。ステン
トの軸方向密度を下げることは、たとえば、側方からステントの区分に出入りする流体流
が期待される、または望まれる位置であってもよいし、あるいは第二のステントの穿通の
位置であってもよく、それらのいずれも、たとえば図15Bに示すような、脈管250の解剖学
的分枝260に当てはまる場合がある。
【００７９】
　ステント前進方法のいくつかの態様は、ステントをその遠位端と近位端との間でステン
ト係合要素（たとえばステント係合部材45）と繰り返し係合させることによって（係合の
少なくとも二つは非係合期間によって分けられる）ステント（たとえばステント30）を遠
位端方向に駆動してシース（たとえば外側シース20）から出し、管状構造160に入れるこ
と、および場合によってはステントを、その近位端において、シース内に配置されている
ステント保持要素（たとえばステント保持要素70）と係合させることを含む。
【００８０】
　いくつかの態様において、ステントをシースから遠位端方向に駆動する係合は、ステン
トが遠位端方向に駆動されるとき同時にシースを機械的に引き戻さないように構成されて
いる装置、たとえば本明細書に記載されている装置10の変形を使用して達成され得る。こ
れらの態様における管状構造160は、解剖学的管状構造（たとえば脈管または管路）であ
ってもよいし、動物組織ではない管状構造（たとえば図15Cに示すようなポリマーチュー
ブ300）であってもよい。管状構造160のタイプにかかわらず、いくつかの態様において、
方法はまた、ステントを、その近位端において、シース内に配置されているステント保持
要素（たとえばステント保持要素70）と係合させることを含み得る。ステント保持要素は
、ステント保持線（たとえば線72）を含んでもよく、そして方法はまた、ステントを駆動
してシースから部分的に出したのち、ステント保持線を移動させることによってステント
をシースの中に引き戻すことを含んでもよい。オペレータは、ユーザ操作可能な要素（た
とえばスイッチ50）を親指で動かすことによってステントの駆動を達成し得る。ステント
が編まれた物である場合、ステント係合要素は、ステントの一つまたは複数のワイヤ交点
と係合し、ステントを駆動する係合中、遠位端方向に移動してもよく、そしてステント係
合要素は、非係合期間中、ステントのルーメン内で近位端方向にスライドしてもよい。
【００８１】
　本明細書に記載される方法のいくつかは、ステントを進ませてシースから出し、管状構
造に入れる方法を他者に教える方法である。いくつかの態様において、方法は、シース（
たとえば外側シース20）およびシース内に配置されたステント（たとえばステント30）を
含むステント送達装置（たとえば装置10）を使用する方法を人に教授することを含む。教
えることは、以下の工程：ステントをステント係合要素（たとえばステント係合部材45）
と繰り返し係合させることによって（係合の少なくとも二つは非係合期間によって分けら
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れる）ステントを遠位端方向に駆動してシースから出し、管状構造に入れる工程、および
ステントが遠位端方向に駆動されてシースから出るとき、場合によっては、管状構造に対
するシースの軸方向位置を変えることによって管状構造内でステントの軸方向密度を変え
る工程を人にデモンストレーションすることを含み得る。
【００８２】
　いくつかの態様において、方法は、シース（たとえば外側シース20）およびシース内に
配置されたステント（たとえばステント30）を含むステント送達装置（たとえば装置10）
を使用する方法を人に教えることを含む。教えることは、以下の工程：ステントをステン
ト係合要素（たとえばステント係合部材45）と繰り返し係合させることによって（係合の
少なくとも二つは非係合期間によって分けられる）ステントを遠位端方向に駆動してシー
スから出し、管状構造に入れる工程、および場合によっては、ステントを、その近位端に
おいて、シース内に配置されているステント保持要素（たとえばステント保持要素70）と
係合させる工程を人にデモンストレーションすることを含み得る。
【００８３】
　いくつかの態様において、教える方法は、人の存在におけるライブデモンストレーショ
ンによって達成され得るし、その人のために再生される記録またはシミュレーションされ
たデモンストレーションによって達成されてもよい。記録されたデモンストレーションの
例は、人によって実施され、カメラで捕らえられたものである。シミュレーションされた
デモンストレーションの例は、実際には実施されなかったが、その代わり、コンピュータ
システムおよびグラフィックスプログラムを使用して生成されたものである。記録または
シミュレーションされたデモンストレーションの場合、デモンストレーションは、任意の
適当な形態、たとえばDVD上で、または任意の適当なビデオファイル（たとえば、.3gp、.
avi、.dvx、.flv、.mkv、.mov、.mpg、.qt、.rm、.swf、.vob、.wmvなど）として存在し
てもよく、教えることは、任意の適当なコンピュータシステムを使用して視る人のために
デモンストレーションを再生することによって達成され得る。視る人はデモンストレーシ
ョンを再生させ得る。たとえば、視る人は、インターネットまたは、たとえば図16に示す
ような、ファイルへのアクセスを視る人に提供する任意の適当なコンピュータシステムを
使用して、記録またはシミュレーションされたデモンストレーションファイルにアクセス
し得る。
【００８４】
　いくつかの態様において、方法は、解剖学的構造の中へのステントの送達を含み、方法
を達成するために使用される装置は、ステント前進を開始するのに望ましい患者内の位置
にあり、ステント係合要素の動き（たとえばラチェット動）は、ステントの遠位端（処置
中にその位置のより容易な視認を可能にするための一つまたは複数の放射線不透過性マー
カを提供されることもできる）が装置のシースから出るが、解剖学的構造と接触するほど
拡張するような程度には出ないように始まることができる。ステントの遠位端が、オペレ
ータがそれを欲するところよりも近位端方向にあり、ステント保持要素が使用されている
ならば、ステント保持要素を近位端方向に引いてステントをシース内に戻し、装置中に再
配置することができ、ステントが、オペレータがそれを欲するところよりも遠位端方向に
あるならば、装置全体を近位端方向に引き戻し、展開過程を継続することができる。
【００８５】
　本明細書に記載される装置の特徴は、市販の医療用材料から作ることができる。たとえ
ば、ノーズコーン150は、ポリエーテルブロックアミド（たとえば、Arkema Inc, Philade
lphia, Paから市販されているPebax（登録商標）樹脂）を含んでもよい。内側部材60の遠
位端部分（たとえば内側スリーブ61）は、ポリイミドを含んでもよく、ステンレス鋼ハイ
ポチューブ（たとえば304または316Lステンレス鋼）を含む、より近位端方向の部分に結
合されてもよい。内側部材60（たとえば外側スリーブ63）に結合されたルアーフィッティ
ング100はポリカーボネートを含み得る。外側シース20は、編みポリエーテルブロックア
ミド（たとえば編みPebax（登録商標）樹脂を含む）を含み得る。装置ボディ90、スイッ
チ50、ブロック51およびストッパ120は、アクリロニトリルブタジエンスチレン（ABS）プ
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ラスチック、ポリカーボネート、Delrin（登録商標）アセタール樹脂（DuPontから市販）
などを含んでもよい。ストッパ120は、それを上記のように付勢するステンレス鋼ばねに
結合されてもよい。要素40は、ポリイミドを含むシャフト（または、一連のシャフトはポ
リイミドまたはニッケル・チタン合金を含むハイポチューブを含む）を含んでもよく、ス
テント係合部材45は、適当な接着剤（たとえば、シアノアクリレート類を含むLoctite（
登録商標）接着剤）でポリイミドシャフトに結合された軸部46（たとえば、ニッケル・チ
タン合金を含むハイポチューブを含む）および所望の形状に形成され、かつ軸部46に溶接
（たとえばレーザ溶接）されたハイポチューブ（たとえばニッケル・チタン合金を含む）
の部品を含んでもよいし、またはそれらに結合されてもよい。ステント保持要素70は、ナ
イロン、フッ化エチレンプロピレン（FEP）管材料またはポリエステル（PET）管材料のよ
うな材料で覆われている絡み合わせたステンレス鋼ワイヤ（近位端部分72として使用され
る）を含んでもよく、そして遠位端部分71はハイポチューブ（たとえばステンレス鋼を含
む）を含んでもよい。さらには、ステントと外側シースとの間の接触のように、本装置の
使用中に他と接触する、または接触し得る場合があるパーツの間の摩擦を減らすための工
程が講じられてもよい。
【００８６】
　本明細書に記載される装置は、ワイヤのような多数のストランドから編まれたステント
を含む自己拡張性編みステントを送達するために使用され得る。使用されてもよい製織技
術のいくつかの例は、参照により全体として本明細書に組み入れられる米国特許第6,792,
979号および第7,048,014号における技術を含む。ステントストランドがニチノールから作
られたワイヤである場合、編みステントのストランドは、ニチノールハイポチューブのよ
うな材料の小さなセグメントを使用して接合されるストランド端部（たとえばワイヤ端部
）で終端してもよい。ステントは、任意の熱処理およびアニーリング中に形成することが
できる酸化物層をステント面から除去して、それにより、ステント材料の表面仕上げおよ
び耐腐食性を改善するために、任意の適当な技術によってパシベート処理され得る。本装
置とともに使用されてもよいステント（ステント係合部材45が係合し得るストランド交点
を含む）のための適当なステント形成技術は、参照より全体として本明細書に組み入れら
れる米国特許出願第11/876,666号（米国特許公開公報第2008/0290076号として公開）に記
載されている。
【００８７】
　本明細書に記載される装置および方法は、開示される特定の形態に限定されることを意
図したものではないことが理解されよう。それどころか、それらは例示的態様の範囲に入
るすべての変形、均等物および代替を包含する。たとえば、図示される装置の態様は、オ
ペレータ入力に応答して同じ距離を移動するステント係合要素45およびスイッチ50を含む
が、他の態様は、スイッチ50が移動する距離とその結果としてステント係合要素45が移動
する距離との間に1：1ではない比（要素往復運動距離がスイッチ50の距離よりも大きく、
または小さくなることができるような）を作り出すギヤまたは他の機構を含むこともでき
る。別の例として、装置は、フラッシュポート110および／またはステント保持要素70の
ような特徴を欠いてもよい。さらには、さらに他の態様は、ステントを遠位端方向に進ま
せるために、いずれも参照により全体として本明細書に組み入れられる米国特許第5,968,
052号または米国特許第6,514,261号に示される機構に類似したスクイズ・トリガ機構を介
して、または平行移動するのではなく回転し、所与の回転の一部分中にステントと係合し
、その回転の別の部分中にはステント係合しないように構成されたカム部分を有するステ
ント係合要素を介して、ステント30の周期的係合を達成するための他の構造を使用し得る
。そのうえ、さらに他の態様は、カムを介してステント係合要素に結合された回転可能な
ユーザ操作可能な入力（長軸方向平行移動入力ではなく）のような別の形態のオペレータ
入力を介するような、ステント係合要素（たとえばステント係合部材45）の他の形態の往
復運動を使用し得る。
【００８８】
　本発明は特定の態様および例に関連して開示されたが、本発明は、具体的に開示された
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態様を超えて、本発明ならびにその自明な変形および均等物の他の代替態様および／また
は使用にも及ぶということが当業者によって理解されよう。加えて、本発明の態様のいく
つかの変形が示され、詳細に説明されたが、本開示に基づき、本発明の範囲内である他の
変形が当業者に容易に明らかになるであろう。また、態様の具体的な特徴および局面の様
々な組み合わせまたは部分的組み合わせが実施されてもよく、なおも本発明の範囲に入る
ということが考えられる。開示された発明の態様の異なる形態を形成するために開示され
た態様の様々な特徴および局面を互いに組み合わせて、または代用することができること
が理解されよう。したがって、本明細書に開示される発明の範囲は上記特定の態様によっ
て限定されるべきではないということが意図される。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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